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〈高等学校研究開発委員会〉 
（国語、地理歴史・公民、数学、理科、外国語） 

研究主題 

「各教科における『深い学び』を実現するための教材の開発」 

研究の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 研究の目的 

21 世紀の社会は知識基盤社会であり、新しい知識や情報、新たな技術が、社会のあらゆる

領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増していくと言われている。そうした中で近年

顕著となってきているのは、知識や情報、技術をめぐる変化の速さが加速度的となり、情報

化やグローバル化といった社会の変化が、人間の予測を超えて進展するようになってきてい

ることである。しかもこのような変化が、どのような職業や人生を選択するかにかかわらず、

全ての子供たちの生き方に影響するものとなっている。 

   「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改訂及び必要

な方策等について（答申）」（文部科学省 平成 28 年 12 月 21 日）（以下、「答申」という。）

では、このような時代を生き抜くため、学習する子供の視点に立ち、学校教育を通じて子供

たちが身に付けるべき資質・能力を、次の資質・能力の三つの柱として整理するとともに、

教科等の目標や内容についても、この三つの柱に基づいて再整理するものとしている。 

①「何を理解しているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」 

②「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力、

判断力、表現力等」の育成）」 

③「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそ

うとする「学びに向う力、人間性等」の涵養）」 

こうした資質・能力は、教科等の学習から離れて単独に育成されるものではなく、関連が

深い教科等の内容事項と関連付けながら育まれるものである。また、資質・能力の育成には

知識の質や量が重要であり、教科等の学習内容が資質・能力の育成を支えている。こうした

教科等の学習の意義を再確認しながら、教科等間や、幼小、小中、中高の縦の校種間のつな

がりの見通しをもつことで、教科等における学習の成果を、「何を知っているか」にとどまら

ず、「何ができるようになるか」にまで発展させることが求められる。 

平成 29 年度高等学校研究開発委員会は、「各教科における『深い学び』を実現するための

教材の開発」を共通の研究主題として設定し、学習指導要領改訂の趣旨を踏まえた、子供た

ちの「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、特に各教科における「深い学び」に着目

して教材開発を行った。  

各教科における「見方・考え方」や育成すべき「資質・能力」について研究するとともに、

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深

く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思

いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」を実現するための教材を開発する

こととした。  
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  このような学びを支えるものは、個々の教員の指導改善の工夫や教材研究であるが、その

視点は、子供たちが「どのように学ぶか」を追究することに向けられたものでなくてはなら

ない。とりわけ、子供たちが主体的に、対話的に、深く学んでいくことによって、学習内容

を人生や社会の在り方と結び付けて深く理解したり、未来を切り拓くために必要な資質・能

力を身に付けたり、生涯にわたって能動的に学び続けたりすることができるよう学びの質を

重視した改善を図っていかなければならない。子供たちのこうした学びを実現するため、教

員一人一人が、子供たちの発達段階や発達の特性、子供の学習スタイルの多様性や教育的ニ

ーズと教科等の学習内容、単元の構成や学習の場面等に応じた方法について研究を重ね、ふ

さわしい方法を選択しながら、工夫して実践できるようにすることが重要である。 

  こうした背景を踏まえ、平成 29 年度高等学校研究開発委員会では、子供たちの「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向け、子供たちの「学びの深まり」や質の高い「深い学び」に

着目し、知識を習得し、活用する学びの中で、もっている知識や学んだ知識を関連付けてよ

り深く理解したり、読んだり聞いたりしたことを精査して考えを形成したり、思いや考えを

基に新たな意見等を書いたり話したりするための教材を開発することとした。 

 

Ⅱ 研究の方法 

１ 各教科における「見方・考え方」や身に付けさせる資質・能力の把握 

子供たちは、各教科における習得・活用・探究という学びの過程において、各教科で習得

した概念（知識）を活用したり、身に付けた思考力を発揮させたりしながら、知識を相互に

関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決

策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう。こうした学びを通じて、資

質・能力がさらに伸ばされたり、新たな資質・能力が育まれたりしていく。 

その過程においては、「どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくの

か」という、物事を捉える視点や考え方も鍛えられていく。こうした視点や考え方には、教

科それぞれの学習の特質があり、各教科を学ぶ本質的な意義の中核をなすものとして、教科

の教育と社会をつなぐものである。子供たちが学習や人生において「見方・考え方」を自在

に働かせられるようにすることにこそ、教員の専門性が発揮されることが求められる。 

  また、子供たちに必要な資質・能力を育んでいくためには、各教科での学びが、一人一人

のキャリア形成やよりよい社会づくりにどのようにつながっているのかを見据えながら、各

教科をなぜ学ぶのか、それを通じてどういった力が身に付くのかという、教科を学ぶ本質的

な意義を明確にすることが必要になる。こうした各教科の意義が明確になることにより、教

科と教育課程全体の関係付けや、教科等横断的に育まれる資質・能力との関係付けが容易と

なり、教育課程をどのように工夫・改善すれば子供たちの資質・能力の育成につながるのか

という、教科等を越えた教職員の連携にもつながる。 

  各教科における資質・能力は、知識や技能のみならず、それぞれの体系に応じた思考力、

判断力、表現力等や学びに向かう力や人間性等を、それぞれの教科等の文脈に応じて、内容

的に関連が深く子供たちの学習対象としやすい内容事項と関連付けながら育まれていく。例

えば、思考力は、国語や外国語において様々な資料から必要な情報を整理して自分の考えを
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まとめる過程や、地理歴史や公民において社会的事象から見いだした課題や多様な考え方を

多面的・多角的に考察して自分の考えをまとめていく過程、数学において事象を数学的に捉

えて問題を設定し、解決の構想を立てて考察していく過程、理科において自然の事象を、目

的意識をもって観察・実験し科学的に探究する過程などを通じて育まれていく。これらの思

考力を基盤に判断力や表現力等も同様に、各教科の中でその内容に応じ育まれる。学びに向

かう力、人間性等についても同様であり、各教科を通じて育まれた社会観や自然観、人間観

などは、「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか」を決定する重要な要素

となっていく。 

以上のことから、子供たちの学びの過程における「見方・考え方」と資質・能力の関係性

や各教科の特質を踏まえつつ、各教科における「見方・考え方」や身に付けさせる資質・能

力を明らかにし、把握していくことが大切である。 

２ 各教科における「深い学び」の考察 

全ての教科において「主体的・対話的で深い学び」の実現が求められているが、学びの「深

まり」の鍵となるのが、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」である。前述のように「見

方・考え方」は、新しい知識や技能を既にもっている知識や技能と結び付けながら深く理解

し、社会の中で生きて働くものとして習得したり、思考力、判断力、表現力を豊かなものと

したり、社会や世界にどのように関わるのかの視座を形成したりするために重要なものであ

る。既に身に付けた資質・能力の三つの柱によって支えられた「見方・考え方」が、習得・

活用・探究という学びの過程の中で働くことを通じて、資質・能力が更に伸ばされたり、新

たな資質・能力が育まれたりし、それによって「見方・考え方」が一層豊かなものになると

いう相互の関係にある。 

質の高い「深い学び」を目指す中で、教員には、指導方法を工夫して必要な知識や技能を

教授しながら、それに加えて、子供たちの思考を深めるために発言を促したり、気付いてい

ない視点を提示したりするなど、学びに必要な指導の在り方を追究し、必要な学習環境を積

極的に設定していくことが求められる。そうした中で、着実な習得の学習が展開されてこそ、

主体的・能動的な活用・探究の学習を展開することができると考えられる。 

以上を踏まえ、学習の内容と方法の両方を重視し、子供の学びの過程を質的に高めていく

ことを目指して、各教科における「深い学び」について、幅広い視点から考察することが重

要である。 

３ 「深い学び」を実現するための教材の開発 

各教科の特質に応じた「見方・考え方」や各教科で育成すべき資質・能力を明らかにする

とともに、単元や題材のまとまりの中で、例えば主体的に学習を見通し振り返る場面をどこ

に設定するか、グループなどで対話する場面をどこに設定するか、学びの深まりを作り出す

ために、子供が考える場面と教員が教える場面をどのように組み立てるか、といった視点を

もちながら、各教科の学習を通じて「深い学び」を実現するための教材を開発した。  
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Ⅲ 研究の内容 

１ 国語研究開発委員会の取組 

(1)  研究の概要 

   今年度の国語部会では、育成すべき資質・能力を明確にした上で、子供たちの深い学び

を実現する授業場面を意図的・計画的に設定することに取り組んでいる。学習指導案を作

成するに当たり、単元計画に、深い学びにつながる学習場面を明示し、更に深い学びにつ

ながる具体的な指導場面例を明示する。言葉の意味、働き、使い方に着目しながら、各自

の考えを形成したり、知識を相互に関連付けて深く理解したりする学習活動を通して、深

い学びにつなげるための単元計画及びワークシートを開発した。 

(2)  課題の整理 

これまで、中学・高等学校においては、教材をどのように読むのかといった「読むこと」

の授業が中心となっており、「話すこと」「聞くこと」といったコミュニケーション能力育

成を意識した取組や、読み取った内容を要約するなどの「書くこと」の言語活動が十分に

行われていなかった。伝統的な言語文化では文法や句法などの知識の習得が中心となって

おり、自国の文化に対する興味や関心がわくような授業を展開するなどの改善が求められ

ている。また PISA2015 の読解力の結果分析によれば、「書いてあることを受け身で捉える

だけではなく、見つけ出した情報を多面的・多角的に吟味し見定めていくことや、情報と

自分の知識等を結び付けたりして考えをまとめていくこと」が求められている。 

さらに、学年が上がるにつれて生徒の学習意欲に課題が生じるといった現状や、学校種

間の接続が十分とは言えず、進学した後に、それまでの学習内容や指導方法を発展的に生

かすことができないといった状況も見られる。 

(3)  現状の把握 

現在、国語学習では、語彙や文章構造を理解し、多様なメディアから読み取ったことを

根拠に基づいて的確に表現すること、資料から適切な情報を抽出したり、複数の資料を比

較・関連させて理解を深めたりすることが必要とされている。全ての学びの土台となる国

語の資質・能力を育成するにあたり、教材依存度の高い知識・技能の教え込みに偏った講

義形式の授業から脱却し、情報環境の目まぐるしい変化の中でも通用する学習の基盤とな

る力を付けるために、「主体的・対話的で深い学び」を目指すときにきている。 

学びの「深まり」の鍵となるのが、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」である。

「見方・考え方」は、新しい知識・技能を、既にもっている知識・技能と結び付けながら

深く理解し、社会の中で生きて働くものとして習得したり、思考力、判断力、表現力を豊

かなものとしたり、社会や世界にどのように関わるのかの視座を形成したりするために重

要なものである。「見方・考え方」が、習得・活用・探究という学びの過程の中で働くこと

を通じて、資質・能力が更に伸ばされたり、新たな資質・能力が育まれたりし、それによ

って「見方・考え方」が更に豊かなものになる、という相互の関係にある。学習の内容と

方法の両方を重視し、子供の学びの過程を質的に高めていくことを目指し、「見方・考え方」

を軸としながら、幅広い授業改善の工夫が必要とされている。 
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(4)  研究の具体的な方法 

今年度の研究開発委員会では、「言葉による見方・考え方」を働かせ、言葉で理解したり

表現したりしながら自分の思いや考えを広げ深めるために、「問題を見いだして解決策を考

える」、「異なる複数の主張を比較して、筆者の主張を明確に読み取る」、「既にもっている

知識に新しい情報を統合し、自分の意見を述べる」学習活動の場面を設定することで、「深

い学び」を実現し、①「情報を多面的・多角的に精査し、構造化する力」、②「自分の思い

を深めるため、構成・表現形式を評価する力」、③「言葉によって感じたり想像したりする

力や、感情を言葉にする力」を育成できるとの仮説を立て、具体的な指導計画、留意点に

ついて協議した。 

具体的には、「情報を精査し、構造化する力を育成する。」、「言語活動を通じて思考力や

想像力を育成する。」との単元を設定した。 

(5)  指導資料１ 【Ａ高等学校】 

ア 単元（題材）名、使用教材 

単元名 情報を精査し、構造化する力を育成する。 

使用教材 「水の東西」 

 

イ 学習目標（育成すべき資質・能力） 

(ｱ)  原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解する。（知識及び技能） 

(ｲ)  情報を多面的・多角的に精査し、構造化する力を育成する。（思考力、判断力、表現力等） 

(ｳ)  主張と根拠を明確にして伝え合う力を高め、思考力を養う。（学びに向かう力） 

 

ウ 単元計画（５時間扱い） 

時 目 標 学習内容・学習活動 

第
１
時 

○知識を相互に関連付ける。具体的

には、仮説を立ててから、本文

に触れさせることで、生徒一人

一人が仮説と検証を行う。 

 

 

○文章の内容を叙述に即して的

確に読み取る。 

○「水の東西」という題名から、次の①～③の視点に沿って内容を

予想し、発表する。 

①東と西は、それぞれどこを指すか 

②水の捉え方が違うと言っていると思うか、あるいは同じだと言 

っていると思うか 

③違う場合、どう違うのか 同じなら、どう同じなのか 

○教師が段落分けを行い、筆者が「鹿おどし」に「なんとな

く人生のけだるさのようなものを感じることがある」のは、

なぜか、考える。 

第
２
時 

○文章の内容を叙述に即して的

確に読み取る。 

 

 

 

○ニューヨークの銀行では、「鹿おどし」より「噴水」の方が

「人々の気持ちをくつろがせていた」のはなぜか、考える。

○「流れる水と、噴き上げる水。」という表現を基に、「東」「西」

はそれぞれどこを指すか、水を使った仕掛けとして、何が

取り上げられているか、まとめる。 

第
３
時 

○文章の内容を叙述に即して的

確に読み取る。 

 

 

○「時間的な水と、空間的な水。」という表現を分かりやすく

言い換える。 

○日本人が噴水を作らなかった外面的な事情と、内面的な事

情をまとめる。 
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第
４
時 

○文章の内容を叙述に即して的

確に読み取ったり、必要に応じ

て要約や詳述をしたりする。 

○「見えない水と、目に見える水。」という表現を基に、東西

の水の仕掛けの特徴を再度まとめる。 

○文の要旨を 100 字程度でまとめる。 

第
５
時 

○評論における主張には、根拠が

不可欠であることを確認する。

 

○内容や表現の仕方について評

価する。 

○ワークシートの練習問題を解くことを通して、評論文を書

く際のポイントは、「根拠なくして主張なし」（主張には、裏

付けとなる根拠を示すことが不可欠）であると捉える。 

○論の課題（＝「主張」を裏付ける根拠がない）に気付く。 

○文章をどのように改善すれば、説得力が増すか、考える。 

 

エ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標 

○ 内容や表現の仕方について評価する。 

(ｲ)  具体的な指導計画 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

第
５
時 

○筆者の論じ方の問題点に気付く。 

○文章をどのように改善すれば、説得力が増すか、

考える。 

○「主張」に対するどのような「根拠」を挙げれば

よいか、各自で考える。 

○１班４人程度の班に分かれ、筆者の「主張」にど

のような「根拠」を挙げればよいか、班で話合う。

○教師が最初に示した箇所以外に、本文から「根拠」

なき「主張」を、班ごとに見付ける。 

○文章をどのように改善すれば、説得力が増すか、

考える。 

○班の代表者が板書し、口頭で発表する。 

○ワークシートを使用する。 

○本文が「主張を裏付ける根拠が薄弱な文

章である」ことを伝え、筆者の「主張」

を１点、教師が示す。 

○各自で考えた後、班活動に移行し、話合

いと発表を行う。 

 

(ｳ)  活動のねらいと留意点 

文章の改善方法を考える活動を通して、問題を見いだして解決策を考えることで、

「深い学び」を実現する。 

 

○ 筆者の主張と、示すべき根拠 

① 主張…「ニューヨークの銀行」では、「それ（鹿おどし）よりも窓の外に噴き上げ

る華やかな噴水のほうが、ここでは水の芸術として明らかに人々の気持ち

をくつろがせていた。」 

示すべき根拠…「ニューヨークの銀行」で「鹿おどしよりも、噴水の方が、人々

の気持ちをくつろがせていた。」ことを示す、客観的なデータ（例え

ば、やってきた人を対象にアンケートを取るなどして） 

   

② 主張…「『鹿おどし』は我々に流れるものを感じさせる。」 

示すべき根拠…「我々」が指す対象を明確にした上で、「我々」が『鹿おどし』に

「流れるもの」を感じていることが分かる、客観的なデータ（「我々

を対象にアンケートを取るなどして） 

 

 

 

 

 

 



－9－ 

 

オ ワークシート 

  文章に説得力をもたせるためには、「主張」を裏付ける根拠が必要であることを理解さ

せるためのワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（
練
習
問
題
） 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
に

つ
い
て
、
資
料
を
基
に
論
じ
な
さ
い
。 

 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と

は
、
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
か
ら
だ
。

 

（
資
料
） 

旅
客
一
人
を
１
㎞
運
ぶ
の
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
（
平
成

二
十
七
年
度 

国
土
交
通
省
資
料
） 

            

○
評
論
の
特
徴
…
…
筆
者
が
自
己
の
（ 

 

）
を
、（ 

 

）
を
示
し
て
述
べ
る
。

○
授
業
で
取
り
組
む
こ
と 

 

「
主
張
」
の
「
根
拠
」
が
示
さ
れ
て
い
る
か
確
認 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

↓ 

 

ど
の
よ
う
な
「
根
拠
」
を
示
せ
ば
説
得
力
を
も
つ
か
を
考
え
る
。 

（
質
問
） 

１ 

以
下
の
箇
所
の
説
得
力
を
増
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
を
示

す
と
よ
い
か
。
「
な
ぜ
な
ら
」
に
続
け
る
形
で
書
き
な
さ
い
。 

 
  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し
す
ぎ
て
、
一
つ

の
音
と
次
の
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ
と
り
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ

た
。
そ
れ
よ
り
も
窓
の
外
に
噴
き
上
げ
る
華
や
か
な
噴
水
の
ほ
う
が
、

こ
こ
で
は
水
の
芸
術
と
し
て
明
ら
か
に
人
々
の
気
持
ち
を
く
つ
ろ
が

せ
て
い
た
。 

    

２ 

以
下
の
文
章
か
ら
、
根
拠
を
示
す
こ
と
で
説
得
力
が
増
す
と
考
え
ら

れ
る
箇
所
を
探
し
、
傍
線
を
引
き
な
さ
い
。 

 
  

見
て
い
る
と
、
単
純
な
、
緩
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に
い
つ
ま
で

も
繰
り
返
さ
れ
る
。
緊
張
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
、
し
か

し
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
曇

っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
、
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え

に
も
引
き
立
て
る
だ
け
で
あ
る
。
水
の
流
れ
な
の
か
、
時
の
流
れ
な
の

か
、
「
鹿
お
ど
し
」
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
れ
を

せ
き
と
め
、
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て

や
ま
な
い
も
の
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

  

３ 

２
で
傍
線
を
引
い
た
箇
所
の
説
得
力
を
増
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
根
拠
を
示
す
と
よ
い
か
。「
な
ぜ
な
ら
」
に
続
け
る
形
で
書
き
な
さ
い
。 

 

な
ぜ
な
ら
、 

な
ぜ
な
ら
、 

自 家 用 乗 用 車  

航 空  

バス 

鉄 道  
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(6)  指導資料２ 【Ｂ高等学校】 

ア 単元（題材）名、使用教材 

単元名 情報を精査し、構造化する力を育成する。 

使用教材 岩井克人「マルジャーナの知恵」…（Ａ） 

西垣通「ネットとリアルのあいだ」…（Ｂ） 

補助教材 養老孟司「養老孟司の人間科学講義」…（Ｃ） 

山崎正和「教養の危機を超えて」…（Ｄ） 

参考教材 岩井克人「資本主義と人間」…①  鷲田清一「誰かの代わりに」…② 

 

イ 学習目標（育成すべき資質・能力） 

(ｱ)  比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方について理解を深め、それらを使う。 

  （知識及び技能） 

(ｲ)  情報を多面的、多角的に精査し、構造化する力を育成する。（思考力、判断力、表現

力等） 

  (ｳ)  文章を比較し、異なる主張を明確に読み取り、思考力を養う。（学びに向かう力） 

 

ウ 単元計画（10時間扱い） 

時 目 標 学習内容・学習活動 

第
１
時
～
第
３
時 

○文章の内容を叙述に即し

て読み取る。 

○教材Ａ「マルジャーナの知恵」の全文を読み、第１段落から第４段落

までの全体の構成を把握する。 

○疑問点、授業で考えたい箇所を指摘、感想とともにノートに記述する。

○第３段落までの内容を読み取る。 

○第４段落を音読し、「産業資本主義」、「商業資本主義」、「現代の資本

主義」、「情報の商品化」の４項目を、ジグソー法を用いて説明し合う。

○前時で扱った４項目について、ノートにまとめ、ペアでプレゼンテー

ションを行う。 

第
４
時 

○文章の内容を叙述に即して

的確に読み取ったり、必要

に応じて要約したりする。 

○参考教材①を読み、教材Ａとの主張の相違点を指摘する。 

○教材Ａを 150 字及び 100 字で要約する。 

第
５
時
～
第
８
時 

○文章の内容を叙述に即し

て的確に読み取る。 

○教材Ｂ「ネットとリアルのあいだ」の本文を４人グループで音読し、

授業で考えたい箇所を指摘する。 

○本文を意味段落に分ける。 

○第１、２段落の内容を読み取る。 

○情報の定義を整理し、具体例を用いて説明する。 

○第３段落以降の内容を図や言葉を用いながらノートにまとめる。 

○参考教材②を読み、この教材を扱った理由について考える。 

○「近代社会のテーゼ」、「私（自己）のリアル」、「社会的メガマシン」、

「右脳に基づく身体的自己」について、具体例を用いて説明する。 

第
９
時 

○文章の構成や展開を確か

め、筆者の意図を捉える。 

○教材Ａ、教材Ｂについて、①「情報」の定義と②筆者の主張③筆者の

学術的背景について、作業プリントを用いてまとめる。 

○補助教材Ｃ「養老孟司の人間科学講義」、補助教材Ｄ「情報の危機を

超えて」の内容を読み取る。 



－11－ 

 

第
１０
時 

○文章の構成や展開を確か

め、筆者の意図を捉える。 

○教材Ａ、Ｂ及び補助教材Ｃ、Ｄについて、作業プリントを用いてまと

め、４人の筆者が、「情報」をどのように捉えているのか、相違点を分

析する。 

エ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標 

○ 文章の構成や展開を確かめ、筆者の意図を捉えることができる。 

(ｲ)  具体的な指導計画 

(ｳ)  活動のねらいと留意点 

評論文において、筆者は言葉の定義を独自に行うことがある。一般的な語義とは異

なる筆者独自の定義付けや、そこから導き出される主張を的確に読み取る能力を身に

付けるために、この単元を設定した。今回は４人の筆者の読み比べを行い、語の定義

付けの違いや、その定義が主張とどのように関わるのかを分析させた。また主張が展

開されるに至った筆者の背景を調査し、それぞれの筆者の主張を、他の筆者の文章と

比較して筆者の主張を読み取ることで、「深い学び」を実現する。 

今回取り上げた「情報」というテーマは、情報社会の渦中にいる生徒たちにふさわ

しい題材であると考えた。この単元のまとめのレポート課題として、情報社会の課題

を一つ挙げ、その解決策を論じさせた。 

 

 

 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

第

９

時 

○教材Ａ岩井克人「マルジャーナの知恵」、教材Ｂ西垣

通「ネットとリアルのあいだ」を再読し、 

①情報をどのように定義しているのか。 

②定義付けによって筆者は何を主張しているのか。 

③筆者の専門分野、学術的な立場はどのようなものか。

について作業プリントの指示に従いまとめる。 

○教材Ａ、教材Ｂの①～③についてプリントを用いて説

明する。（ペアワーク） 

○補助教材Ｃ養老孟司「養老孟司の人間科学講義」を音

読し、ＡやＢとの相違点に注意して内容を読み取る。

○補助教材Ｄ山崎正和「情報の危機を超えて」を黙読し、

読み取った内容を確認する。（ペアワーク） 

○各教材を①②③の観点で捉えやすいよう

に１枚にまとめた図表を使用する。生徒は

その図表内の指示に従い、本文の語句や図

を用いながら、それぞれの筆者の意見をま

とめるように指示する。 

○教材Ａ、Ｂのまとめの作業であり、論をま

とめながら観点を意識する。 

○補助教材Ｃは、教材Ｂの内容を補完するも

の。「情報とは～」と書いているため、分

かりやすい。補助教材Ｄは、Ａ、Ｂ、Ｃと

相互に関連し合うが、情報の定義付けがさ

れておらず、読み取るのが難しいため、他

の生徒と協力するなどして読み取らせる。

第

10

時 

○前時の続き。補助教材Ｃ、Ｄについて、 

①情報をどのように定義しているのか。 

②定義付けによって筆者は何を主張しているのか。 

③筆者の専門分野、学術的な立場はどのようなものか。

をプリントにまとめる。 

○教材Ａ～Ｄの相違点や、筆者の主張と学術的な立場の

関係などを分析する。 

○Ｄの読解は難易度が高いため、他の生徒と

協力して読解するよう指示を出す。 

○まとめながらそれぞれの主張を関連付け

させるように声を掛ける。 

○筆者の学術的な立場を調査するために、Ｐ

Ｃ教室を使用する。また、学校図書館及び

区立図書館から、４人の著書を準備し、生

徒の主体的な活動を促すようにする。 

○授業後、「情報社会について」の課題を挙

げ、解決策を論じるレポートを提出する。
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オ ワークシート 

   それぞれの筆者の主張を、他の筆者の文章と比較して筆者の主張を読み取らせるため

のワークシート 
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(7)  指導資料３ 【Ｃ高等学校】 

ア 単元（題材）名、使用教材 

単元名 情報を精査し、構造化する力を育成する。 

使用教材 「城の崎にて」 

 

イ 学習目標（育成すべき資質・能力） 

(ｱ)  文章の種類とその特徴について理解を深める。（知識及び技能） 

(ｲ)  情報を多面的・多角的に精査し構造化するとともに、構成・表現形式を評価する力

を育成する。（思考力、判断力、表現力等） 

(ｳ)  論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を養い、自分の考えを

広めたり深めたりすることができるようにする。（学びに向かう力） 

 

ウ 単元計画（５時間扱い） 

時 目 標 学習内容・学習活動 

第
１
時 

○文章の内容を的確に読み取る。 ○第１、２段落を複数で音読し合う。 
○言葉の意味・働きを確認する。 
○指示語の内容に注意し、場面、心情を読み取る。 

第
２
時 

○文章の内容を的確に読み取る。 ○第３段落を複数で音読し合う。 
○言葉の意味・働きを確認する。 
○「生きている蜂」と「死んでいる蜂」の対比に注意し、場

面、心情を読み取る。 

第
３
時 

○文章の内容を的確に読み取る。 ○第４段落を複数で音読し合う。 
○言葉の意味・働きを確認する。 
○語句の言い換えに注意し、場面・心情を読み取る。 

第
４
時 

○文章の内容を的確に読み取る。 ○第５、６段落を複数で音読し合う。 
○言葉の意味・働きを確認する。 
○「いもり」と「自分」の対比に注意し、場面・心情を読み

取る。 
○「小動物」と「自分」を比較し、その相違を整理し、展開

を読み取り、テーマを理解する。 

第
５
時 

○情報を多面的・多角的に精査し、

構造化する。 

○構成・表現形式を評価する。 

○段落相互の関係を捉えるための展開図を作る。 
○段落構成・テーマを読み取るための問に答える。 
○生徒同士で解答について話合う。 
○話合いをした後、再考する。 

（個人→グループ→個人で再考） 

 

エ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標  

○ 情報を多面的・多角的に精査し、構造化する。 

○ 構成・表現形式を評価する。 
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(ｲ)  具体的な指導計画 

(ｳ)  活動のねらいと留意点 

展開図を書くことは、キーとなる言葉を導き出し、その情報（キーとなる言葉）が

どのようにつながっているのかを図示する作業である。つまり、筆者の論理の展開を

なぞること（情報の精査と構造化）であり、これらの作業を通して、文章を的確に読

み取り、筆者の意図を読み取る論理的思考力を育てる。今回は、評論文で学習した対

立概念の比較、言い換え表現の関連付けを通して、筆者の主張をより深く理解するこ

とで、「深い学び」を実現する。また、話合いや、他の生徒の展開図を参考にすること

で、自己の考えを深めることを意図した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

第
５
時 

○ワークシートを利用し、段落相互の関係図を

作る。 

 

○ノートを参考にしながら、段落の中で重要な

言葉を抜き出す。 

○生徒同士でワークシートを見せ合い、各自の

段落相互の関係図を作る。 

 

○ワークシートの問いに取り組む。 

①日記によると、実際は「鼠→蜂→いもり」の

順に遭遇している。あえて「蜂→鼠→いもり」

の順に遭遇したストーリーにした理由は

何か。 

②第６段「～カリエスになるだけは助かった」

とあるが、なぜ限定・強調したのか。 

③第１、６段落がある理由は何か。 

 

○自分の作った段落相互の関係図と、第５段落

の内容を整理する。 

 

○第１、６段落の内容、次に第２～５段落の内

容を整理した上で比較する（二段階で考

える）。 

 

○ワークシートの問いの答えを発展させる。 

（個人→グループ→再考） 

 

（時間があれば） 

内村鑑三「寒中の木の芽」の１、２、３、４段

落の順番にする理由を考える。 

○図を見て段落の流れ（展開）が伝わるように書く。

 

 

○自分の作った段落相互の関係図を参考にし、図の中

のキーワードに注目する。 
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オ ワークシート 

  筆者の論理の展開をなぞることで、筆者の意図を読み取る論理的思考力を育てるため

のワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補充問題】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題  

○上の四連を適当と思われる順番に並べよ。  

○その順番にした理由を説明せよ。  
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(8)  指導資料４ 【Ｄ高等学校】 

ア 単元（題材）名、使用教材 

単元名 言語活動を通じて思考力や想像力を育成する。 

使用教材 「伊勢物語」－筒井筒－ 

 

イ 学習目標（育成すべき資質・能力） 

(ｱ)  作品を読むことを通して、古典に表れたものの見方や考え方を知る。（知識及び技能） 

(ｲ)  言葉によって感じたり想像したりする力や、感情や想像を言葉にする力、構成・表

現形式を評価する力を育成する。（思考力、判断力、表現力等） 

(ｳ)  言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、思いや考えを伝え合お

うとする態度を育成する。（学びに向かう力） 

 

ウ 単元計画（６時間扱い） 

時 目 標 学習内容・学習活動 

第
１
時 

○作品の特質を捉える。 ○国語便覧を活用して、「伊勢物語」の概要を調べる。 
 
○３人１組のグループを作り、全文を意味段落ごとにリレー方式で
音読する。 

第
２
時

○文章の内容を叙述に即して的確に

読み取る。 

○第１段落から、「男」と「女」の心情を読み取る。 

第
３
時 

○文章の内容を叙述に即して的確に

読み取る。 

○第２段落から、「男」が通う場所ができた理由を読み取る。 

第
４
時 

○得た情報を用いて読解し、理解を

深める。 

○大和（天理）から高安（八尾）までの道のりを調べる。 

第
５
時 

○文章の内容を叙述に即して的確に

読み取る。 

○第３段落から、「男」が「高安の女」の元へ通わなくなった理由を
読み取る。 

第
６
時 

○新たな情報と既存の知識を適切に

組み合わせて、それらを活用しな

がら問題を解決したり、考えを形

成したりする。 

○発表者が、根拠を明確に示しなが

ら主張しているか、的確に評価す

る能力を身に付ける。 

○自分にとっての「幸せ」は何かということを基に、「幸せの定義」
を導き出し、「男」は「女」の元に戻ってきて幸せになれたのか考
察し、ワークシートに記入する。 

 
○各班で考察した内容を発表する。 
○各班の発表に対する評価を、評価シートに記入する。 
 

エ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標 

○ 新たな情報と既存の知識を適切に組み合わせて、それらを活用しながら問題を解

決したり、考えを形成したりする。 
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○ 発表者が、根拠を明確に示しながら主張しているかを、的確に評価する能力を身

に付ける。 

(ｲ)  具体的な指導計画 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 

第
６
時 

○自分が幸せだと感じる時やそう感じることの

具体例を、ワークシートに記入する。 

○自分が挙げた具体例を基に、幸せの定義をワ

ークシートに記入する。 

○自分が考えた幸せの定義を基に、「男」が「女」

の元に戻ってきて幸せになれたのか考察し、

ワークシートに記入する。 

○グループで意見をまとめ、クラスで発表する。

○各グループの発表に対する評価を、評価シー

トに記入する。 

○自分が考えた幸せの定義と、本文中で考えら

れる「経済的幸せ」と「心情的幸せ」とが掛

け離れないようにする。 

○発表者の考えが、根拠に基づいたものかを的

確に評価できる評価シートを作成する。 

(ｳ)  活動のねらいと留意点 

第１時から第５時にかけて、「文章の内容を叙述に即して的確に読み取ることができ

る」ということを主たる目標として掲げ、特に第３時では「男」が「女」の元を離れ

ていった理由が、金銭的・経済的支援をしてくれる両親を失ったからという「経済的

理由」であることを学習した。第４時では大和（奈良）から高安（大阪）までの道の

り（距離）を調べることで、徒歩で遠く離れた裕福な女のもとに通う男の姿から、い

かに当時の結婚事情が「経済的理由」により成り立っていたかを学習した。また、「女」

の化粧をする様子や和歌から「男」の身を案じる献身的な行動により「男」が「女」

の元へ戻ってきた「心情的理由」も学習した。 

これら既習事項を踏まえ、第６時に「新たな情報と既存の知識を適切に組み合わせ

て、それらを活用しながら問題を解決したり、考えを形成したりする。」という目標を

掲げ、「『男』は『女』の元に戻ってきて幸せになれたのか、考察する。」という学習活

動を設定した。生徒自身が考える幸せの定義と、本文内容から読み取れた「経済的幸

せ」、「心情的幸せ」を関連付けて考察することにより、本単元の目標を達成できると

ともに、「深い学び」を実現する。また、「発表者が根拠を明確に示しながら主張して

いるかを、的確に評価する能力を身に付ける」ために評価シートを作成した。これに

より、発表者の考えが根拠に基づいたものかを的確に評価できると考えた。 
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オ ワークシート 

  新たな情報と既存の知識を適切に組み合わせて、それらを活用しながら問題を解決し

たり、考えを形成したりするためのワークシートと発表者が、根拠を明確に示しながら

主張しているか、的確に評価する能力を身に付けるための評価シート 

(ｱ)  ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

(ｲ)  評価シート 
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(9)  研究のまとめ 

ア 研究の成果 

国語総合の単元で、現代文分野は小説・評論を、古典分野は古文を扱った検証授業を

行った。「問題を見いだして解決策を考える」、「異なる複数の主張を比較して、筆者の主

張を明確に読み取る」、「既にもっている知識に新しい情報を統合し、自分の意見を述べ

る」学習活動の場面を設定することで、「深い学び」を実現し、それらの授業を通して、

①「情報を多面的・多角的に精査し、構造化する力」、②「自分の思いを深めるため、構

成・表現形式を評価する力」、③「言葉によって感じたり想像したりする力や、感情を言

葉にする力」を育成することを目標とした。 

(ｱ)  ①「情報を多面的・多角的に精査し、構造化する力」について 

検証授業１では、本文が「主張を裏付ける根拠が薄弱である」ことを、あらかじめ

授業者が伝えることで、生徒に考えさせるヒントとした。どのような「根拠」を示せ

ば「主張」の説得力が増すかを個人で考察した後に、グループで話し合い、考えをま

とめ、それをクラス全員の前で発表した。本文から読み取るのではなく、「答えのない

問い」を設定することで、筆者の「主張」に対してどのような「根拠」を挙げれば説

得力が増すかということを考えたり、「主張」には裏付けとなる「根拠」を示すことが

不可欠であることに気付くようになったりした。 

検証授業２では、専門分野が異なる複数の論説文を扱い、「情報」という言葉に着目

して読み比べを行った。「『情報』の定義」、「筆者の主張」、「筆者の学術的背景」の三

つの観点でキーワードを整理し、まとめた内容を俯瞰することで、各々の主張が相互

に補完し合う関係となっていることに気付くようになった。授業後の生徒の感想では、

「同じ語を用いていても筆者によって定義付けが異なることが分かり、文章を読むと

きには自分の知っている意味ではなく、筆者がどのように理解しているのかに沿って

読む必要があることに気付いた」、「同じような世界観であっても、主張の方向が違っ

ているのが面白かった」、「定義付けが異なっていても、主張に近いものを感じること

ができた」等の状況が見られた。複数の文章を比較して読むことでそれぞれの文章の

内容理解を伸長することができたと言える。授業後の「情報」についての課題レポー

トでは、「人間と社会」で扱っていたＳＮＳの問題に触れている生徒もおり、他教科と

関連する単元となった。 

検証授業３において、文章の全体構成を考えるために、段落相互関係図を作成した。

その際に心理を表すキーワードを見付け、記号や絵を使って表現することを通して情

報の精査・整理を行った。それを基に、段落の配置順の必然性、段落の全体に対する

意味付けについて考えた。その際、これまで評論教材や小説教材で学習した、対比に

着目して論理構成を把握したり、心情を読み取ったりした手法を活用することで、単

語と単語、文と文、段落と段落の関係というような言葉の関係性についてより意識す

るようになったり、構造図を書くことで重要な言葉は何かを意識するようになったり

という変容が生徒に見られた。さらに、グループ学習を取り入れることで、筆者と登

場する小動物を関連付けて捉えるなど、多面的なものの見方ができるようになるなど、
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思考を発展させることができた。 

(ｲ)  ②「自分の思いを深めるため、構成・表現形式を評価する力」について 

検証授業３において、筆者の論理展開をなぞることによって、どのようにすれば自

分の主張が効果的に伝わるかという構成を考えるようになった。また、詩を教材にし

て、段落を配置する順番で、筆者の「主張」の伝わり方にどのような違いが生じるか

を検討した。その後、生徒が、小論文などの表現活動を行う際に、これらの知識を活

用するようになった。 

検証授業４の古文の授業では、作品背景となる当時の婚姻について、経済的側面か

ら理解した後、心情的な側面から読解し、「男」の行動について分析を行い、「幸せ」

の定義について考察した。その結果、既存の知識と生徒同士の対話を通じて得た新た

な情報を組み合わせながら、問題を解決したり自分の考えをさらに形成したりするこ

とができるようになった。加えて、「グループで意見を述べ合うことで自分の考えが広

がった」、「皆と意見を交換できて、より理解が深まった」といった対話活動の効果を

実感している生徒の意見も挙がった。 

  (ｳ)  ③「言葉によって感じたり想像したりする力や、感情を言葉にする力」について 

検証授業４において、「男」が「女」の元を離れていった理由が、金銭的・経済的支

援をしてくれる両親を失ったからという“経済的理由”であること、化粧をする様子

や和歌から「男」の身を案じる献身的な姿がうかがえる「女」の元へ「男」が戻って

きたのは「心情的理由」であることを読み取ることを通して、登場人物の心情や、そ

の言動の理由を叙述に即して的確に読み取るといった知識・技能の習得ができた。さ

らに、習得した知識を活用することで、登場人物の心情や、その言動の理由について

より深く考察することができるようになった。 

  (ｴ)  「深い学び」の実現について 

「深い学び」を実現する観点から教科書の単元を捉え直し、また「答えのない問い」

を設定することに留意した検証授業を行った。様々な特色のある学校での授業であっ

たが、「問題を見いだして解決策を考える」、「異なる複数の主張を比較して、筆者の主

張を明確に読み取る」、「既にもっている知識に新しい情報を統合し、自分の意見を述

べる」学習活動の場面を設定することで、「深い学び」を実現し、①～③の力を育成す

るという仮説は概ね達成できたと考える。 

イ これからの課題 

    「研究の成果」でも述べたように生徒の変容は見られたものの、検証授業からは以下

の課題が浮かび上がった。 

① 「読むこと」の指導で身に付けた自分の思いや考えを言葉にする力を、「書くこ

と」の指導につなげ、小論文等への活用を図る必要がある。 

② 授業者の設定した問いが、生徒の「深い学び」につながるかどうかの検証を客観

的に行う必要がある。 

③ 生徒にとって、到達目標が明確な評価指標を作成し、自らの学びを振り返るとと

もに、次の学習につながる評価を行う必要がある。 



－21－ 

 

    多くの文章を読み比べ、適切な情報を選択することは今後求められる資質・能力であ

る。そのため、たくさんの文章に触れ、必要な情報を読み取る力を身に付けることが課

題となってくる。そのためには、全ての単元において、育成すべき資質・能力を明確に

して指導を行うとともに、習得・活用・探究という学びの過程で「深い学び」を実現し、

スパイラル式に力を身に付けていくことができるよう、３年間を見通した指導計画の作

成が必要不可欠である。 
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３ 数学研究開発委員会の取組 

(1)   研究の概要 

21 世紀は「知識基盤社会」の時代であると言われ、情報化やグローバル化に伴い社会の

変化の速さが加速度を増し、複雑で予想困難な社会になり、新しい知識・情報・技術が政

治・経済・文化のあらゆる領域での活動の基盤としての重要性の認識が高まると言われて

いる。このような社会においては、知の継承・活用・創造が社会の発展の基盤となり、こ

れからの学校教育においては、生徒たちが予測できない変化に受け身で対処するのではな

く、主体的に向き合って関わり合い、自らの可能性を発揮していけるようにするための教

育が求められている。 

平成 19 年６月に学校教育法が改正され、第 30 条第２項において学力の重要な三つの要

素として、「基礎的な知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力その他の能力」、「主体的に

学習に取り組む態度」が示されている。 

答申では、前記の学力の三つの柱を基に、資質・能力の柱を以下のように示している。 

ア 何を理解しているか、何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得） 

イ 理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・ 

判断力・表現力等」の育成） 

ウ どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生か 

そうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養） 

算数・数学の学習においても、育成を目指す資質・能力の三つの柱を明確化し、深い学

びにつなげることが求められている。その際、「見方・考え方」が重要になってくる。 

数学の学習においては、この「数学的な見方・考え方」を働かせながら、知識・技能を

習得したり、習得した知識・技能を活用して探究したりすることによって、生きて働く知

識の習得が図られ、技能の習得・熟達にもつながるとともに、より広い領域や複雑な事象

を基に思考力・判断力・表現力が育成される。このような学習を通じて、「数学的な見方・

考え方」がさらに身に付くと考えられる。また、数学において育成を目指す「学びに向か

う力・人間性等」についても、「数学的な見方・考え方」を通して社会や世界にどのように

関わっていくかが関係していると考えられる。 

よって、幼児期に育まれた数量・図形への関心・感覚などの基礎の上に、小学校・中学

校・高等学校教育を通じて育成を目指す資質・能力を、「知識・技能」、「思考力・判断力・

表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱に沿って明確化し、各学校段階を通

じて、実社会との関わりを意識した数学的活動の充実等を図っていくことが求められる。 

今年度、本研究では、これを受け、「数学的な見方・考え方」などについて定義付けを行

い、「主体的・対話的で深い学び」を実現する単元計画、学習指導案の作成、実践及び検証

を通して、「深い学び」の実現のための授業実践の開発研究を行う。 

(2)  課題の整理 

中央教育審議会において、17 の教科等のワーキンググループ、五つの学校別部会で、各

教科等で育まれる資質・能力の構造の可視化・明確化などについて審議を重ねてきた。そ

の結果、次期学習指導要領では、これからの時代に求められる資質・能力を着実に育むた
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め、「主体的・対話的で深い学び」が求められている。  

特に、「深い学び」につなげるためには、その習得・活用・探究という学びの過程の中で、

各教科などの特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、「深い学び」を実現させる授

業改善が必要である。  

(3)  現状の把握  

ア 国際調査等における学びの現状 

平成 27 年度のＯＥＣＤの生徒学習到達度調査（ＰＩＳＡ）では、ＰＩＳＡ２０１５年

調査においては，主要３分野「読解力」「数学的リテラシー」「科学的リテラシー」に加

え、「協同問題解決能力」調査を実施した。数学的リテラシーは、読解力、科学的リテラ

シーとともに、平均得点が高い上位グループに位置し、特に得点については、ＯＥＣＤ

加盟国 32 か国において第１位であった。更に、今回初めて実施した「協同問題解決能力」

の調査において、日本は加盟国（32 か国）中の第１位であり、日本の生徒はグループの

中で自分の役割を考え、物事を前に進める能力に優れていると言える。 

また一方で、国際教育到達度評価学会（ＩＥＡ）の「国際数学理科教育動向調査調査

（ＴＩＭＳＳ２０１５）」の質問紙調査結果では、国際平均との差が縮まっているものの、

日本の中学生は数学を学ぶ楽しさや、実社会との関連に対して肯定的な回答をする割合

が低いなど学習意欲面で課題がある。  

さらに、平成 29 年度全国学力・学習状況調査において、主体的・対話的で深い学びの

視点による学習指導の改善に関する状況について、「学級の生徒の間で話し合う活動を通

じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか」という質

問に、肯定的な回答をした児童生徒の割合は平成 26 年度以降増加傾向が見られ、そのよ

うに回答した児童生徒の方が平均正答率が高い傾向にある。教科に関する調査では、中

学校では「数学的な表現を用いた理由の説明」をすることが課題として指摘されている。 

イ 数学の特質に応じた「見方・考え方」の変遷 

学習指導要領において、高等学校（昭和 35 年改訂、昭和 45 年改訂）では「数学的な

考え方」が教科目標に位置付けられ、その後も、高等学校では「数学的な見方や考え方

のよさ」（平成元年改訂、平成 10・11 年改訂）、「数学のよさ」（平成 20・21 年改訂）な

ど、表現を変えながらも 50 年以上その重要性が指摘されてきたところである。 

今回の答申の「第２章 各教科・科目などの内容の見直し」においても、「数学的な見

方・考え方を働かせる」ことを挙げており、今後も数学的な見方・考え方の育成を目標

として、一層その指導を考えていかなくてはならない。 

(4)  研究の具体的な方法 

  ア 数学委員会における「数学的な見方・考え方」 

答申を受け、「数学的な見方」の事象を数量や図形及びそれらの関係についての概念な

どに着目してその特徴や本質を捉えることとし、「数学的な考え方」を目的に応じて数・

式、図、表、グラフなどを活用し、論理的に考え、問題解決の過程を振り返るなどして

既習の知識・技能などを関連付けながら統合的・発展的に考えることと整理した。 

これを受け、数学科において育成される「数学的な見方・考え方」は、事象を数量や
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図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的、発展的に考えること、と

して再整理することができる。 

本研究では、「数学的な見方・考え方」のうち、「数学の方法に関連した数学的な考え

方」（中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会算数・数学ワーキンググループ（第

四回）配付資料 参考資料２「算数・数学の資質・能力に関する資料」の「片桐重男『数

学的な考え方・能度』」（文部科学省 平成 28 年３月 11 日））の以下の 10 の考え方に着

目することとした。 

   ① 帰納的な考え方 ② 類推的な考え方 ③ 演繹的な考え方   

④ 統合的な考え方 ⑤ 発展的な考え方  

⑥ 抽象的な考え方（抽象化、具体化、理想化、条件の明確化の考え方） 

   ⑦ 単純化の考え方 ⑧ 一般化の考え方 ⑨ 特殊化の考え方  

⑩ 記号化の考え方（記号化、数量化、図形化の考え方） 

イ 数学科における身に付けさせる「資質・能力」の確認 

答申を受け「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性

等」の三つの柱に沿って、以下のように整理した。 

・数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などの理解 

   ・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理する技能 

   ・数学を活用して事象を論理的に考察する力 

   ・数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力 

   ・数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力 

   ・数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考える力 

   ・数学を生活や学習に生かそうとする力 

   ・問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度 

  ウ 数学科における「深い学び」の考察 

答申を受け、数学科における「深い学び」を以下のように定義した。  

・数学に関わる事象や、日常生活や社会に関わる事象について、「数学的な見方・考

え方」のうち、特に「数学の方法に関係した数学的な考え方」を働かせ、生徒自身が

数学的活動を通して、新しい概念を形成したり、よりよい方法を見いだしたりするな

ど、新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合し、思考、態度が変容することとする。  

  エ 「深い学び」実現のための指導計画 

    本研究では、４単元（数学Ⅰ「図形と計量」、数学Ａ「場合の数と確率」、数学Ⅰ「実 

数」、数学Ⅱ「三角関数・指数関数・対数関数」）において、単元ごとに「身に付けさせ

たい資質・能力」を各委員の所属校の状況に応じて焦点化し、「深い学び」が実現する指

導計画を作成する。 

特に、単元計画の概要では各時間が「習得・活用・探究」のどの学びの過程であるか

を示し、更に具体的な指導計画にはどの場面でどのような「考え方」を働かせる指導を

行うか、また、そのときの生徒同士、もしくは生徒と教員間のやりとりを明記する。 

「深い学び」が実現する指導を、教員の支援により生徒自身が知識を相互に関連付け
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てより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を

考えたり、思いや考えを基に創造したりするような活動を促すこととする。 

(5)   指導資料１ 

ア 単元（題材）名、使用教材  

単元名 数学Ⅰ 図形と計量 三角形への応用 

教科書 改訂版 高等学校数学Ⅰ（数研出版） 

イ 単元を通じて育成すべき資質・能力 

(ｱ)  事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理する技能 

(ｲ)  数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力 

(ｳ)  数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力 

(ｴ)  問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度 

  ウ 単元で扱う内容  

(ｱ)  知識及び技能 

三角比の意味やその基本的な性質について理解し、三角比を用いた計量の考えの有

用性を認識するとともに、それらを事象の考察に活用できるようにする。 

① 鋭角の三角比の意味と相互関係について理解する。 

② 三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角

比の値を求める。 

③ 正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形の辺の長さや角の大

きさを求める。 

④ 三角比を平面図形や空間図形の考察に活用する。 

(ｲ)  思考力、判断力、表現力等 

① 図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質や関係を直観的に捉え論理的

に考察する。 

② 数学的な推論の過程に着目し，図形の性質や関係を論理的に考察し表現する。 

③ 図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現

する。 

エ 単元計画の概要（18 時間扱い） 

時 

学びの過程 
目標 

学習内容・学習活動・活動のねらい 

○は深い学びにつながる活動 

第１～５時 

習得 

・三角比について理解する。 

・三角比を拡張できる。 

・三角比の相互関係を正しく

利用する。 

・三角関数とのつながりを理

解し、「発展的」に考える。 

・具体的な事象を三角比の問題として捉える。 

・拡張された三角比を、座標平面に図示して考察する。 

・三角比の相互関係を利用して、一つの値から残りの値を求める。 

○三角比の定義について深く理解させる。 

○単位円を扱うことで三角関数とのつながりを意識させる。 

○加法定理を学習することで、「発展的」な内容を意識させる。 

第６～９時 

習得 

・正弦定理、余弦定理を証明

し、「一般化」する。 

・正弦定理、余弦定理につい

て理解、活用する。 

・正弦定理、余弦定理を利用して、三角形の外接円の半径、辺の長さ

や角の大きさを求める。 

・正弦定理、余弦定理を測量に応用する。 

○定理を証明することで、「一般化」の重要性を理解させる。 



－48－ 

 

第 10～ 

12 時 

活用 

・見通しをもって、正弦定

理・余弦定理を正しく活用

する。 

・面積公式を導き、「一般化」

し、図形の面積を求める。 

・正弦定理を a：b：c＝sinA：sinB：sinC として利用する。 

・三角比を用いた三角形の面積公式を理解する。 

・３辺が与えられた三角形の面積を求める。 

○条件から、見通しをもって問題に取り組ませる。 

○公式を自ら導くことで、深く理解させる。 

第 13、14 時 

活用 

（本時） 

・既習事項を活用して、統合

的な問題に取り組む。 

・円に内接する四角形を二つの三角形に分割して，その面積を求める。

・面積の最大値を、多の分野と関連付けて求める。 

○「類推的」な考え方、「統合的」な考え方を意識させる。 

第 15～ 

18 時 

活用 

・内接円の半径を求める。 

・平面図形との類似点を意識

して、「類推」して空間図

形に応用する。 

・三角形の内接円と面積の関係を理解する。 

・正弦定理、余弦定理を空間図形の計量に応用する。 

○空間から平面に落とし込むことで、これまでの問題との類似点を意

識し、「類推的」な考え方を身に付けさせる。 

オ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標 

・正弦定理、余弦定理を活用する。 

・円に内接する四角形について、対角線に注目して問題に取り組む。 

・問題から解答を推測することで、目標を定めながら解決を進める。 

・グループ活動を通して話し合い、更に既習事項を活用することで、これまでの学習

との統合を図る。 

(ｲ)  具体的な指導計画（Ｓは生徒の活動、Ｔは教員の指導・助言を表す 50 分授業） 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 考え方 

導

入 

10

分 

Ｔ 練習問題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

Ｓ 図をかいてイメージする。 

Ｔ 「円に内接する四角形の場合は、どこに注目しますか。」 

Ｓ 「対角線です。」 

Ｔ 「どちらの対角線に着目しますか。」 

Ｓ 「求めたい余弦の値から、どちらの対角線に着目するか決めます。」

Ｓ 余弦定理を用いて、問題に取り組む。 

Ｔ 生徒を指名し、黒板に板書させる。 

Ｓ 自分で作った解答と板書された解答を比べながら意見交換を

行う。 

Ｔ 円に内接する四角形の問題は、対角線に注目して取り組むこ

とを確認する。 

 

 

 

 

 

 

・問いかけにより、

生徒主体で解答を

作っていく。 

 

・机間指導により、

生徒の進行具合を

確認する。どの角

を文字で置き換え

どの対角線に注目

するか、声掛けを

して気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

・図形を書くこ

で、問題の内容

を 把 握 す る 。

（図形化） 

 

展

開 

35

分 

Ｔ 応用例題を提示する。 

 

 

 

 

 

Ｔ 面積が最大となるのはどのようなときか、予想させる。 

 

Ｔ グループをつくらせ、意見交換を促す。 

 

Ｓ 「ＣＡと平行な直線が円と接するときです。」 

Ｓ 「円の中心をとおる直線がＣＡと垂直になるときです。」 

Ｓ 「ＣＤ=ＤＡになるときです。」 

Ｔ なぜそうなると思ったかを、説明させる。 

Ｓ 「底辺が変化しないので、高さが最大となるときに面積も最

大となります。」 

Ｔ 「正しいことを証明するために、どうしたらよいですか。」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・結果の見通しを

立てる。 

 

 

 

 

練習問題  
円に内接する四角形 ABCD がある。AB=1、BC=3、CD=3、
DA=2 のとき、  
（１）cosB の値を求めよ。  

（２）四角形 ABCD の面積を求めよ。

応用例題  
円に内接する四角形 ABCD がある。AB=4、BC=5、
CD=t、DA=3-t（0<t<3）のとき、四角形 ABCD の面積

の最大値を求めよ。  
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Ｓ 「面積を求めます。」 

Ｔ 「面積を求めてみましょう。」 

 

 個別もしくは、グループで話し合うように指示し、適宜机間指

導を行う。 

Ｔ 「面積を求めるためには、何が必要ですか。」 

Ｓ 「２辺とその間の角の正弦の値です。」 

Ｔ 「与えられている条件は辺の長さだけですが、正弦の値はど

うやって求めますか。」 

Ｓ 「直接求めることはできません。余弦定理を用いて余弦の値、

相互関係を用いて正弦の値を求めます。」 

Ｓ 「導入の問題と比較し、円に内接する四角形の問題です。」

Ｔ 「円に内接する四角形の問題は、まずどこに注目しますか。」

Ｓ 「対角線に注目します。」 

Ｔ 「どちらの対角線に注目しますか。」 

Ｓ 「ＡＣに注目してしまうと、∠Ｄの余弦定理が複雑になって

しまいます。ｔの１次式で表すことができる対角線ＢＤに注目

します。」 

Ｓ 「対角線ＢＤを△ＡＢＤと△ＣＢＤに余弦定理を用いて cos

Ａを t を用いて表します。」 

Ｓ 「相互関係を用いて、sinＡを t を用いて表し、面積をｔで

表すことができます。」 

Ｔ 「面積を t を用いて表すことができましたが、根号の中の式

を見て気が付くことはありますか。」 

Ｓ 「t の二次関数になっています。」 

Ｔ 「面積が最大になるのはどんなときですか。」 

Ｓ 「二次関数の値が最大になるときです。」 

Ｔ 「二次関数の最大値を求めるにはどうしますか。」 

Ｓ 「式を平方完成してから、頂点の座標を求めます。」 

Ｔ 「頂点を求めるだけで十分ですか。」 

Ｓ 「定義域を理解していないと、正しい最大値を求めることは

できません。定義域を確認する必要があります。」 

Ｔ 平方完成、定義域に注意しながら、解答を作成するよう指示

する。 

 

 

 

 

 

・机間指導により、 

グループ活動の進

行具合を確認する。 

 

 

 

 

 

 

・解法が思い付かな 

い生徒へは、導入の

問題との共通点、相

違点に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・余弦や面積を文

字であらわすこ

とで、問題の概

況を把握する。

（記号化） 

 

 

 

・導入の問題との

類似点に気付か

せることで、類

推的な力を意識

させて問題演習

に取り組む。（類

推的） 

 

 

 

 

 

・二次関数との融

合問題であるこ

とに気付き、単

元を越えた統合

的な力が身に着

けられるよう意

識させる。（統

合的） 

ま
と
め
５
分 

Ｔ 円に内接する四角形について、まず、どこに注目すべきかを

確認する。 

Ｔ 「三角比」と「二次関数」の融合問題を提示し、単元ごとの

知識はもちろん、複数の単元の知識を活用する統合力の大切さ

を認識させる。 

  

(ｳ)  活動のねらいと留意点 

問題を取り組む際、ゴール（答え）を推測し、見通しをもって問題に取り組ませる。

問題を広い視野で見ることができる力を育成するため、感覚的に得られた答えと、実

際に計算することで得られた答えが一致することを確認させる。 

また、図をかいてイメージすること、余弦の値や面積を文字を用いて表すことで、

図形化・記号化することの有用性を実感させる。 

前半の問題演習との類似点、相違点を意識させることで、類推的な考え方を身につ

けさせる。これまで、経験してきた問題が、どのような場面で活用でき、発展させて

いくことができるか考えながら問題に取り組ませることで、数学的な視座を獲得させ

ていく。 

また、二次関数との融合に気が付かせることで、分野ごとの縦のつながりだけでは

なく、他の単元と横断的な知識のつながりを意識させる。 
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(6)   指導資料２ 

ア 単元（題材）名、使用教材 

単元名 数学Ａ 場合の数と確率 場合の数 

教科書 高校数学Ａ 新訂版（実教出版） 

イ 単元を通じて育成すべき資質・能力 

(ｱ)  数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などの理解  

(ｲ)  事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理する技能 

(ｳ)  数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力 

(ｴ)  数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考える力 

ウ 単元で扱う内容  

(ｱ)  知識及び技能 

① 場合の数とその求め方を理解する。 

② 事象に対して、順列や組み合わせなどの考え方を用いて、正確に場合の数を求める。 

(ｲ)  思考力、判断力、表現力等 

順列や組み合わせなどの考え方を身に付け、具体的な事象に対してそれらを用いて

考察する。  

エ 単元計画の概要（９時間扱い） 

時 

学びの過程 
目標 

学習内容・学習活動・活動のねらい 

○は深い学びにつながる活動 

第１～４時 

習得 

・順列の意味を理解する。 

・順列の総数を表す記号 P௡ ௥ 

の意味を理解し、その値を

正確に求める。 

・順列の総数を求める基本的

な問題を解く。 

・順列の総数を「図形化」の

考え方で考察する。 

・順列の意味を理解する。 

・ P௡ ௥の意味とその値の求め方を理解する。 

・様々な P௡ ௥の計算問題を解く。 

・具体的な事象を P௡ ௥を用いて表し、その総数の求め方を理解する。 

〇順列の総数を考察させる際、生徒自身が主体的に樹形図などをかき、

「図形化」をするように促す。 

〇 P௡ ௥の意味を説明する際、݊ から始まって１ずつ小さくなる自然数の r

個の積となる規則があることを、 Pସ ଷなどの具体例を例示しながら理

解させる。 

〇問題演習の場面では生徒にとって身近であり、実生活に即した題材

を提示する。 

第５時 

習得 

・݊の階乗の意味を理解し、

その値を正確に求める。 

・݊の階乗を用いた基本的な

問題を解く。 

・݊!の意味とその値の求め方を理解する。 

・具体的な事象を݊!を用いて表し、その総数の求め方を理解する。 

〇 P௡ ௥において、݊ ൌ となるݎ P௡ ௡を݊!と表すことから、݊!の値の求め方は

P௡ ௡と同様に݊ ∙ ሺ݊ െ 1ሻ ∙ ሺ݊ െ 2ሻ⋯3 ∙ 2 ∙ 1であることを理解させる。 

第６時 

活用 

・条件が付いた順列の問題を

解く。 

・問題にある条件を適切に

「図形化」し、解決の見

通しを立てる。 

・条件の付いた順列の問題を解く。 

〇問題にある条件を適切に「図形化」し、問題の意味の理解を深め、

解決の見通しを立てさせる。 

第７時 

活用 

（本時） 

・円順列の意味を理解し、問

題を解く。 

・順列の考え方を発展させ、

円順列の考え方の必要性

を理解する。 

・円順列の総数を「一般化」

する。 

・順列の考え方をまとめ、円

順列の考え方を「発展的・

統合的」に活用する。 

・円順列の意味を理解し、円順列の問題を解く。 

〇円形に並ぶ並べ方を考える際、順列の考え方を発展させて新たに円

順列の考え方が必要になることを理解させる。また、円順列の総数

を「一般化」させ、「一般化」についての理解を深める。 
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第８時 

活用 

・重複順列の意味を理解し、

問題を解く。 

・重複順列の総数を「図形化」 

の考え方で考察する。 

・重複順列の意味を理解し、重複順列の問題を解く。 

〇生徒自身が主体的に樹形図などをかいて「図形化」するように促す。

第９時 

活用 

・様々な順列の問題を解く。 ・様々な順列の問題を解く。 

〇様々な順列の問題を解くことで、既習事項の理解度及び、定着度を

生徒に確認させる。 

オ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標 

・円形に並べる並べ方を考える際、順列の考え方を発展させて新たに円順列の考え方

が必要になることを理解する。 

・全ての座り方を書き出すグループ活動で、他の生徒の考え方と比較検討し自己の考

え方を検証することで、円順列の総数を深く理解する。 

・振り返りシートを活用し、円順列の総数の求め方が身に付いているか生徒に認識さ

せる。また、グループ活動において主体的に活動できたか、その取組状況も振り返

り、今後の学習意欲の向上につなげる。 

(ｲ)  具体的な指導計画（Ｓは生徒の活動、Ｔは教員の指導・助言を表す。45 分） 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 考え方 

導

入 

５

分 

Ｔ 例を用いて順列の総数の求め方を説明する。 

Ｓ 順列の総数の求め方を確認する。 

例 ４人が一列に並ぶときの並び方の総数 

４！＝４・３・２・１＝２４(通り) 

Ｔ 本時の目標を板書する。 

Ｓ 本時の目標を確認し、学習内容を把握する。 

本時の目標 

・円順列の意味を理解する。 

・円順列の総数を求めることができる。 
Ｓ ワークシートの進め方を知り、学習の見通しをもつ。

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

① 

12

分 

 

Ｔ 「先ほどの例で４人が一列に並ぶときを考えました

が、一列に並ぶというのは一直線に並ばなくてはいけな

いのですか。」と問い掛け、生徒に考えさせる。机間指

導をし、円形に並べた図をかいている生徒がいるか確認

する。 

Ｓ ４人を曲線的に並べてみる。 

Ｓ 「一直線でなく曲がったりしていても、同じように考

えられる。」 

Ｔ 「そうですよね、曲がったりしてもよいですよね。実

際、人が一列に並ぶときには多少曲がったりすることも

ありますから。」 

Ｔ 「円形に並べたものを考えていた人もいましたが、円

形に並んだ時も順列の考え方と同じですか。」 

S１ 「曲がっていてもよいのだから同じです。」 

S２ 実際にいくつか円形に並べて書き出すが、結論が出

ない。 

 

 

Ｔ 「実際に４人が円形に並ぶとき、並び方の総数を確か

めてみましょう。」 

Ｔ ワークシートを配布する。 

１４人が円形のテーブルに座るとき、座り方は何通り

 ありますか。 

Ｔ ３、４人のグループを作らせ、まずは５分程度個別に

考えさせる。 

Ｓ ワークシートの問題１について個別に考える。 

S１ 座り方の数を、樹形図を用いて数え上げる。 

S２ 円形に並べて、数え上げる。 

・実際に人が一列に並

ぶ際には、多少曲が

っ た り す る こ と か

ら、そのような場合

で も 順 列 の 考 え 方

は 適 用 さ れ る こ と

に気付かせる。 

 

 

 

 

・円形に並べた図をか

い た 生 徒 が い な い

場合は、こちらから

円 形 に 並 べ た 図 を

かいて提示する。 

 

 

・円順列では、例え

ば、ＡＢＣＤとＤＡ

Ｂ Ｃ が 同 一 の 並 び

方 に な る こ と に 気

付かせる。 

 

 

 

・座り方を書き出す

際、図の書き方は指

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・例えば樹形図でＡＢ

Ｃ Ｄ と Ｄ Ａ Ｂ Ｃ の

並び方が出たとき、

それぞれＤ、Ｃが最

後 か そ の 隣 に は 誰

も い な い の か を 聞

き、実際その隣には

円 形 に 並 ん で い る

ので、Ａ、Ｄがいる

ことに気付かせる。
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S３ 一人の座る位置を固定し、円形に並べて書き出す。 

Ｔ 問題１についてグループ内で解答を確認させ、グルー

プとしての解答をまとめさせる。その際、答えだけでな

く書き出した図などについても意見交換させる。 

Ｓ 問題１についてグループ内で解答を確認する。 

Ｔ 机間指導により、各グループの進行具合を確認する。

Ｔ 同じ並び方を複数書いているグループには、「同じも

のはないですか。」などと声掛けし、比較検討させる。

Ｓ グループ内での比較検討を基に解答をまとめる。それ

を踏まえ、自分の考えを再検証する。 

定 せ ず 自 由 に 書 き

出させる。 

 

 

 

 

 

・話合いが適切に行わ

れ て い な い 場 合 に

は、話合いの仕方を

助言する。 

（ 問 題 の 条 件 を 明

確 に し よ う と い う

考え方） 

・４人をＡ、Ｂ、Ｃ、

Ｄ な ど の 記 号 で 表

し（記号化）、４人

の 座 り 方 を 樹 形 図

や円形の図など、図

に 表 し て 考 え る 。

（図形化） 

 

 

 

 

展

開 

② 

15

分 

 

Ｔ 問題１の解答を発表させる。 

Ｓ グループで検討した解答を発表する。 

Ｔ 「回転して同じ並びになるものを同一視する」という

考え方を理解させて、正解を確認する。 

Ｓ 回転して同じ並びになるものは同一視することを理

解し、問題１の正解６通りを確認する。 

Ｔ 「このように円形に並ぶと、回転して同じ並びになる

ものがあるので、順列の考え方ではうまく求められませ

ん。このように円形に並ぶ並べ方を円順列といいます。」

 

Ｔ 「それでは問題２で円順列の総数について考えてみま

しょう。」 

２ｎ人が円形のテーブルに座るとき、座り方は何通り

ありますか。 

 

Ｓ ワークシート・問題２を考察し、円順列の総数を一般

化する。 

 

異なるｎ個のものを円形に並べる並べ方の総数は 

         ሺ݊ െ 1ሻ!	通り 

 

Ｔ 問題２が解くことができた生徒に発表させる。 

① 一人の座り方を固定すると、	൫݊െ1൯	人を一列に並べ

る順列の総数と同じだから 	൫݊െ1൯!	通り 

② ｎ人を円形に並べると、݊人を一列に並べた並べ方の

うちｎ通りずつ同一視できるものができるので 

݊!
݊
ൌ ሺ݊ െ 1ሻ! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｎ人の場合にはどう

な る か と い っ た 問

い 掛 け に よ り 可 能

な 限 り 生 徒 主 体 に

導くが、状況によっ

て は 授 業 者 が 提 示

する。 

・問題 １ の解説の際

に、４人が一列に並

ん だ 際 の あ る ４ 通

り の 並 べ 方 が 円 順

列 で は 同 一 の 並 び

になることから、問

題１の答えが 
４ !

４
＝３・２・１＝６ 

 と表すことができ、 
݊!
݊
ൌ ሺ݊ െ 1ሻ! 

と な る こ と に 気 付

かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・順列の考えを発展さ

せ た 円 順 列 の 考 え

方を理解する。（発

展的） 

・円順列の総数を一般

化する。（一般化）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

③ 

８

分 

 

Ｔ 問題３、４を取組ませる。 

Ｓ 問題３、４を解く。 

 

３ ５人が円形のテーブルに座るとき、座り方は何

通りありますか。 

４ 男子７と女子４人がいる。この中で女子４人と

男子４人は兄妹である。男子７人が円形に座り、そ

の間に女子４人が座るとき、以下の問いに答えよ。

(1) 女子は男子の間に１人だけ入るとき、座り方は

何通りありますか。 

(2) 女子は全員兄の隣に座るとき、座り方は何通り

ありますか。 

 

Ｔ 問題４は宿題とし、３の答え合わせをする。 

・問題３については机

間指導を行い、理解

度を確認し、解けて

い な い 生 徒 に は 個

別指導する。 

 

・問題４で既習事項で

あ る 順 列 の 考 え 方

をまとめ、円順列の

考 え 方 を 発 展 的 に

活用させる。（統合

的・発展的） 

ま
と
め
５
分 

Ｔ 振り返りシートを記入させ、円順列の総数の求め方が

身についているか生徒に認識させる。また、グループ活

動において主体的に活動できたか、その取組状況も振り

返り、今後の学習意欲の向上につなげさせる。 

Ｓ 振り返りシートを記入する。 
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(ｳ)  活動のねらいと留意点 

前半の一斉学習で、順列の考え方は実際に人が並ぶときのように一直線ではなく曲

線的な場合でも適用されるが、円形に並べる場合には順列の考え方ではうまく考えら

れないことに気付かせ、順列の考え方を発展させた円順列の考え方の必要性を認識さ

せる。 

後半は、まず生徒一人一人が円順列の全ての場合を書き出した後、３、４人程度の

グループをつくり、持ち寄ったワークシートを見比べ検証する。その後、グループで

検討結果した結果を発表させ、回転して同じ並びになるものは全て同一の並びと見な

すことを説明した上で正解を確認する。円順列の総数を一般化する際、どこか一点を

固定すれば、回転して同一になるものを考えなくてよいことに気付かせる。また、問

題１の、４人が一列に並んだ際の、ある４通りの並べ方が円順列では同一の並び方に

なることから、問題１の答えが４!/４＝３・２・１＝６（通り）と表すことができる

ことに気付かせる。 
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(7)   指導資料３ 

ア 単元（題材）名、使用教材 

単元名 数学Ⅰ 実数 

教科書 高校数学Ⅰ 新訂版（実教出版） 

イ 単元を通じて育成すべき資質・能力 

(ｱ)  数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などの理解 

(ｲ)  数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力 

(ｳ)  数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考える力 

(ｴ)  問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度   

ウ 単元で扱う内容  

(ｱ)  知識及び技能 

① 数を実数まで拡張する意義を理解する。 

② 簡単な無理数の四則計算ができる。 

(ｲ)  思考力、判断力、表現力等 

① 簡単な無理数の大小関係を考える。 

② 簡単な無理数の乗法公式などを利用した乗法や、分母が二項程度までの分数の分

母の有理化を考える。 

エ 単元計画の概要（７時間扱い） 

時 

学びの過程 
目標 

学習内容・学習活動・活動のねらい 

○は深い学びにつながる活動 

第１時 

習得 

・数を実数まで拡張する意義

を理解する。 

・数の範囲を演算から「帰納

的」に理解する。 

・数の範囲が演算を通して拡張される過程を理解する。 

・有理数同士の演算の結果が、常に有理数になることを理解する。 

○数の範囲について理解を深め、集合の考えを身に付けさせる。また、

数の範囲を意識し、様々な演算を行うことで、「帰納的」に数の範囲

を理解させる。 

第２・３時 

習得 

・簡単な無理数の四則計算の

仕方を理解する。 

・簡単な無理数の量を「図形

化」して理解する。 

・簡単な無理数の大小関係を

理解する。 

 

・平方根の定義を理解する。 

・根号を含む数の計算法則を理解し、根号の中の数をできるだけ小さ

くしたり、四則計算をしたりする。 

・簡単な無理数の大小関係を理解する。 

○かけ算、たし算では計算方法が異なることを、分数や文字式の計算

方法を振り返り、単位の考えを意識させながら理解させる。 

○簡単な無理数の量を「図形化」して視覚的にとらえさせ、その大小

関係を理解させる。 

第４時 

活用 

・簡単な無理数を含む式の乗

法ができる。 

・簡単な無理数を含む式の展

開を文字式と同じように

計算できると「類推」する。 

・文字式の展開と同じように考えて、簡単な無理数を含む式の乗法を

行う。 

・乗法公式を用いて、簡単な無理数を含む式の計算を行う。 

○簡単な無理数の四則計算が文字式の計算と同じようにできるという

基本的性質を確かめ、また乗法公式を活用できることを「類推」さ

せる。 

第５～７時 

活用 

（本時） 

・簡単な無理数が分母に

ある分数の分母の有理

化をする。 

・分母の有理化を用いて、大

小関係を考える。 

・新たな問を見つけ「発展

的」、「一般的」に考える。 

・分母の有理化の意義を理解する。 

・分母が二項程度までの分数の分母の有理化を考える。 

・分母の有理化を用いて、大小関係を考えることで、有理化の有用性

を理解する。 

○様々な形の大小関係を考えさせることで、今まで学んだ内容を活用

したり、新たな問を見つけ「発展的」「一般的」に考えさせたりする。
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オ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標 

・簡単な無理数の大小関係を、既習事項を活用して考える。 

・粘り強く考えることや、他者と対話することで、大小関係を求めるためのよりよい

方法を考える。 

(ｲ)  具体的な指導計画（Ｓは生徒の活動、Ｔは教員の指導・助言を表す 45 分授業） 

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 考え方 

導

入 

７

分 

Ｔ √2と√3を例に、√ の意味や√2と√3の値、大小関

係の基本性質を復習する。 

Ｔ ܽ ൐ 0, ܾ ൐ 0	のときܽ ൏ ܾ ⇔ ܽଶ ൏ ܾଶ を板書する。 

 

 

Ｓ 二乗した値を比較することで大小関係を求める。

Ｔ みんなが分かるように表現するように指導する。

Ｔ 周りと答え合わせをするように促す。また、答え

合わせをするときは、数学用語を用いる必要を意識

させ、答えを表現、説明するように指示する。 

Ｔ ３つ以上の数の大小関係を表すときは、不等号を

どのように扱えばよいか考えなさい。 

Ｓ 周りと答え合わせをする。自分の答えとその表現

方法、不等号の扱いに注意する。 

Ｔ √2 ൌ 1.414⋯から、√8 ൌ 2√2 ൌ 2.828⋯、√10 ൌ 3.16⋯

であることを紹介し、大小関係を振り返る。 

・前時までの内容を簡単に板書 

しながら理解を促す。 

 

 

 

 

 

 

・生徒と対話しながら、解答例

を板書する。「二乗する」な

どの言葉や、「～より」「よっ

て」などの言葉を板書して意

識付ける。 

・√ܽを図形化し、

面 積 ܽの 正 方

形 の 一 辺 と

し、大小関係

を考える。（図

形化） 

展

開

① 

12

分 

 

 

 

Ｔ 「いろいろな解き方があるので、まず自分で考え

た後に、周りと相談してよりよい方法を考えてくだ

さい。また、解くときに用いた考え方をまとめまし

ょう。」 

 

＜二乗して考える＞ 

Ｓ 二乗した値を比較することで大小関係を求める。

Ｔ 「二乗した値、
ଵ

ସ
, ଵ
ଶ
	 , ଵ
ଷ
の大小関係を通分しないで

考えることはできますか。」 

＜分母の大小関係から考える＞ 

Ｓ 二乗した値、
ଵ

ସ
, ଵ
ଶ
	 , ଵ
ଷ
 の大小を考えるときに、通

分しなくても、分子が同じため、分母の大小関係に

着目すればよいことに気付き、元の
ଵ

ଶ
, ଵ
√ଶ
	 , ଵ
√ଷ

 も分

母の大小関係を考えればよい。 

＜有理化して考える＞ 

Ｓ 分母を有理化し、通分し、分子の値を比較するこ

とで大小関係を求める。 

 

Ｔ 「いろいろな解き方がありますが、どの方法が分

かりやすいですか、またその理由は何でしょうか。」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・
ଵ

ଷ
ൌ 1 ൊ 3,			

ଵ

ସ
ൌ 1 ൊ 4 な 

どを板書し、わり算の意味を

振り返らせ、わる数が大きい

ほど、数が小さくなることを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問１と同様に二

乗 し て 考 え ら

れ な い か 類 推

する。（類推）

・わり算の基本的

性 質 を 確 認 す

る。（基本的性

質の考え） 

 

 

 

・分母を揃えるこ

とで、大小関係

を求める。（単

位の考え） 

展

開

② 

20

分 

Ｔ 「問１、問２を振り返ると、8,9,10 に根号を用い

て表した√8, √9 ൌ 3, √10の大小関係、
ଵ

ସ
, ଵ
ଶ
, ଵ
ଷ
 の分母

に根号をつけた
ଵ

√ସ
ൌ ଵ

ଶ
, ଵ
√ଶ
	 , ଵ
√ଷ

 の大小関係は、根

号を用いて表す前の大小関係と同じでした。」 

Ｔ 「ここで、
ଵ

ହିସ
, ଶ

ହିଷ
, ଵ

ସିଷ
 について考えます、こ

の大小関係はどうなりますか。」 

・発展的な内容として、分母に 

着目すると 2 ൌ √4であること

から、連続している３数（３，

４，５）に根号を用いて表し

たものだとわかる。このこと

から、他の連続した３数でも

大小関係は変わらないのか、

３数の差が１ではなく２の場

・他の連続する数

や、文字を用い

て大小関係を考

える。（発展的、

一般化） 

 

 

 

問１ 3, √8, √10 の大小関係を求めなさい。  

問２ 
ଵ

ଶ
,
ଵ

√ଶ
	 ,

ଵ

√ଷ
 の大小関係を求めなさい。  
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Ｓ 「全部１になるので同じです。」 

Ｓ 「分母のそれぞれの数を根号をを用いて表した場

合の大小関係もかわらないのではないか。」 

Ｔ 「では、それを確かめてみましょう。」 

 

 

Ｔ 「問２のように、自分で考えて、また協力しなが

ら解いてみましょう。一番分かりやすい方法を考え

てみましょう。」 

 

＜二乗して考える＞ 

Ｓ 二乗しても
ଵ

ଽିସ√ହ
	 , ଶ

ସି√ଵହ
, ଵ

଻ିସ√ଷ
 となり、大小

関係を求めることができず、他の方法を考える。 

＜有理化して考える＞ 

Ｓ 有理化すると、√5 ൅ 2, √5 ൅ √3	, 2 ൅ √3	 となり、

これらの大小関係を考えればよい。 

Ｓ 第１項と第２項では、√5 が、第２項と第３項で

は、√3	 が共通しているので、共通している数に足

している数を比較して大小関係を求める。 

＜分母の大小関係から考える＞ 

Ｓ 第２項の分子が２であることから、分母の大小関

係に注意する。 

Ｓ 分子と分母をそれぞれ２倍して、分子を２に揃え

てから分母の大小関係を考えればよい。 

Ｓ 2൫√5 െ 2൯, √5 െ √3, 2൫2 െ √3൯ の大小関係を考え

る。 

Ｓ 二乗して差を取ることで大小関係を求める。 

合（２，４，６）はどうなの

かなど発問する。さらに意欲

的 な 生 徒 に は 、 ܽ ൅ ݀, ܽ, ܽ െ ݀ 

など、一般化して考えられな

いか発問する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

簡単な例として、5 ൅ 3, 5 ൅ 4 の

大小関係を計算せずに考える

ことはできないかと発問する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・単純化して、根

号 の 記 号 が な

い 場 合 で 考 え

法則を見いだす。

ま

と

め

６

分 

Ｔ 本時を振り返らせ、今回のような大小関係の問題

を考えるときは、どのような方法が有効か考えさ

せる。 

 

  

(ｳ)  活動のねらいと留意点 

簡単な無理数を図形化し、正方形の一辺として考えさせることで大小関係について

理解させる。また、分数の形での大小関係の検討は、二乗したり、分母の有理化を活

用したり、わり算の基本的性質から分母の大小に着目したりさせる。また、根号を用

いて表す前の大小関係との関係に着目させ、新たな問を考えさせ、比較、検討させる。

また、意欲的な生徒には発展的に考えさせたり一般化に取組ませたりする。これらの

問題を対話をとおして考えさせることで「深い学び」につなげる。また、簡潔な表現

を考えさせ、解答例を板書することで簡潔・明瞭な表現方法について意識させる。 

生徒の発言や対話の中で出てきた、問題を考えるための知識や考え方を教員が板書

することで生徒に意識させ、数学的な見方・考え方を働かせるように促す。 

なお、生徒の発言や対話が進んでいない時は、教員と生徒の対話の形を取りながら、

少しずつ数学的な見方・考え方のヒントを提示し、活性化を促す。 

  

問３
ଵ

√ହିଶ
	 , ଶ

√ହି√ଷ
, ଵ

ଶି√ଷ
の大小関係を求めなさい。
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(8)  指導資料４  

ア 単元（題材）名、使用教材 

単元名 数学Ⅱ 三角関数・指数関数・対数関数（学校設定科目） 

教科書 新編 数学Ⅱ（東京書籍） 

イ 単元を通じて育成すべき資質・能力 

  (ｱ)  数学を活用して事象を論理的に考察する力 

(ｲ)  数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力 

(ｳ)  数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考える力  

(ｴ)  問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度 

ウ 単元で扱う内容  

(ｱ)  知識及び技能 

① 正弦定理や余弦定理を理解し、問題によって使い分けること 

② 指数や対数の考え方を理解し、解を正確に求めること 

(ｲ)  思考力、判断力、表現力等  

① 三角関数や指数関数、対数関数のグラフを考えること 

② 指数法則を利用した計算や、対数の性質を利用した計算ができること 

エ 単元計画の概要（９時間扱い） 

時 

学びの過程 

目標 
学習内容・学習活動・活動のねらい 

○は深い学びにつながる活動 

第１～３時 

習得 

・三角関数の性質を理解する。 

・グラフをかき、特徴を「類

推的」に理解する。 

・角を弧度法で表し、単位円の考え方、定義域と値域、三角関数の相

互関係などを考察する。 

○グラフから、周期性、対称性などの特徴を「類推的」に理解するこ

とができ、定理・公式を問題に応じて的確に使用させる。 

第４～６時 

習得 

・指数法則の応用を理解する。 

・指数関数の性質を理解する

ことで、「統合的」な指数

の問題に取り組む。 

・指数を拡張しても指数法則が成り立つことを確認し、計算をする。

○累乗根の意味を理解して「帰納的」に計算することができる。指数

関数及びそのグラフの特徴を理解して、「統合的」に方程式や不等式

に応用させる。 

第７時 

習得 

・対数の定義・公式を理解

する。 

・定義・公式を活用して問題

の値を「演繹的」に求める。 

・指数と対数との関連性の理解を深めることで、正確に計算する。 

○対数の定義・公式を理解して問題を解くことで、その値を「演繹的」

に求めさせる。 

第８時 

活用 

・対数関数を理解し、グラフ

をかく。 

・常用対数を利用し、「類推

的」に桁数を求める。 

・対数関数およびそのグラフの特徴を理解し、方程式や不等式に応用

する。 

○常用対数を利用し計算することで、「類推的」に桁数を求め、それら

を生活と結び付けて考えさせる。 

第９時 

探究 

（本時） 

・グループで問題解決し「発

展的な考え方」があること

を理解する。 

・定義や性質の大切さを理解

する。 

○対数の性質や定義を振り返り、他人の疑問点に自分ではどのよう

に回答するかを考える。グループで意見を出し合うことで問題解

決へのアプローチにいろいろな「発展的」な考え方があることを

確認する。 

○相加・相乗平均の関係式のつくりを確認することで、平均という言

葉から相加・相乗平均の関係式を「統合的」に理解させる。 
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オ 「深い学び」につながる具体的な指導計画 

(ｱ)  目標 

① 対数の問題を解くにあたり、性質や定義を振り返る大切さに気付く。 

② 対数の性質による式変形で、相加・相乗平均の関係式になることに気付く。 

(ｲ)  具体的な指導計画（Ｓは生徒の活動、Ｔは教員の指導・助言を表す。45 分授業） 

時  学習内容・学習活動  指導上の留意点  考え方  

導
入
５
分 

Ｔ 今までの授業ででてきた生徒からの疑問をまとめ

た問題プリント（Ｑ＆Ａプリント）の、Answer の部

分を完成させるように指示する。 

Ｓ 配布されたＱ＆Ａプリントを見て、学習内容を確

認する。 

Ｔ 問題を板書して学習の見通しを立てさせる。 

Ｓ プリントと板書された問題を見て、学習の見通し

を立てる。 

 

 

 

展

開 

35

分 

 

Ｔ Ｑ１を提示する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

Ｓ ①、②を解く。 

Ｓ 答を比較するとともに、途中計算にも着目する。

Ｓ 対数方程式を解く際には、「真数条件」が必要で

あることに気付き、正答を導く。 

Ｔ 机間指導をすることで、個別対応する。 

Ｔ 同じ答えになっている生徒には「対数の性質」を

振り返るよう指示を出す。 

Ｔ 生徒が「真数条件」までたどり着いたら、指名に

よって口頭で答えさせる。 

Ｔ 性質や定義は重要であり、必ず性質や定義に戻れ

るように指示しておく。 

 

Ｔ Ｑ２を提示する。 

 

 

 

 

 

 

Ｓ 指数の中に対数が入っている問題の解き方に注目

する。 

Ｓ 指数と対数を対応させる考え方から、求めるもの

を xとし、対数に変形する。 

Ｔ 机間指導をすることで、個別対応する。 

Ｓ 対数の性質を使い、 xを求める。 

Ｓ 指数と対数の関係性を振り返ることで、指数と対

数の融合問題の解き方を理解する。 

Ｔ 指数と対数の関係性から、定義の重要性を説明する。

Ｔ 【Ｑ２】の問題は、定義が重要であり、解答を見

返しておくようにさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・①よりも②の難易度が高いの 

で、二次不等式の解き方を途

中で解説する。 

 

 

・対数方程式を解く際に注意す 

る点は何かを考えさせ、「真

数条件」に注意させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・10 を底とした指数のまま解 

こ う と し た 場 合 、 310log や

210log は無理数になることに

注意させる。 

 

・問題を解く際に必要なことは 

何だったのかを確認させる。 

 

 

・指数と対数について定義や定 

理に振り返って考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対数方程式を解

く際に注意する

真数条件の内容

を確認する。 

（条件の明確化）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・値を求める際、

求 め る も の を

x  とおく。（文

字化） 

 

・指数から対数へ

変 形 す る こ と

で 対 数 の 性 質

を 利 用 す る 。

（類推的） 

 

 

【Ｑ1】 

ある問題集を解いていたら 

    152 1010  xlogxlog   …… ① 

の答と， 

   15210  xxlog     …… ② 

 の答が違っていました。①を変形したら②になる

のに答えが違うのはなぜですか？ 

【Ｑ２】 

「
31 1010 log
 
と 

210100log
 
の値は 

 

どんな値になるのだろうか。」 
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Ｔ Ｑ３を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ 美しい形をしている秘密を考える。 

Ｔ 生徒にＱ３を音読させる。 

Ｓ 音読させることで、左辺と右辺とでは「平均」と

「対数」を入れ替えただけであることに気付く。 

Ｔ 式変形するよう促す。 

Ｓ 左辺と右辺に分けて考える。 

Ｓ 左辺と右辺ともに対数の性質を使い、式を変形する。

Ｓ 不等式に代入することで、それが「相加・相乗平

均」であることに気付く。 

Ｔ 各自で考える時間を与えた後、グループにする。

Ｔ グループでリーダー決めさせ、考えた内容を発表

させる役割を担わせる。 

Ｓ 自分の考え・解いた式を示し、説明する。 

Ｓ 最終的に、それが相加・相乗平均の関係式である

ことを共有する。 

Ｔ 式を変形することで相加・相乗平均の関係式が成

り立つことを説明する。音読をすることで「平均」

と「対数」が入れ替わっていることで、「なんとな

く美しいのではないか」と思えたのではないかと問

い掛ける。 

Ｔ 相加・相乗平均の関係式が数Ⅱの「不等式の証明」

だけでなく「対数関数」のところにも出てきたよう

に、定理などは単元を超えて出てくることに注目さ

せる。 

Ｔ 式中にある条件 0a 、 0b をどのようなもの

か、考えさせる。 

Ｓ 相加・相乗平均において、「対象となる２つの

数は正でなければならない」といった条件があるこ

とに気付く。 

Ｔ ここでも定義が出てきたように、定義に常に立ち

返りながら問題を解くことの重要性を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

・「２数 a 、 b の平均に対数を 

とった式は、２数 a 、b の対数

を取った式の平均以上である」

と読めることから、「平均」と

「対数」の用語を入れ替えてい

ることに気付かせる。 

・対数の性質を利用して式変形 

をしていくが、不等式である

ことに注意させる。 

 

 

・対数の性質を使って、左辺に 

おいて、   21010 logbalog  とし 

た場合も、式変形が先に進ま 

ないことを理解させ、他の方 

法を考えさせる。 

 

・既習事項を利用することを主 

とするので、プリント等を振

り返りさせる。 

 

 

 

 

 

 

・ 0a 、 0b が真数条件と

して使われているだけではな

く、相加・相乗平均の条件と

してでも使われていたことに

気付かせる。 

・定義の重要性を理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習の知識を

利用し、式を

変形させる。

（類推的） 

 

 

 

 

 

 

 

・相加・相乗平均

の よ う に 単 元

を 越 え た 設 問

が あ る こ と に

注 視 さ せ る 。

（統合的） 

 

 

 

・式中の条件が何

を 指 し て い る

の か 明 確 に す

る。（条件の明

確化） 

 

 

ま
と
め
５
分

Ｔ 対数の定義や性質についてまとめたので、残りの

時間で指数関数・三角関数の定義や性質を使うよう

な「まとめのＱ＆Ａ」に取組ませる。 

Ｓ 指数関数・三角関数の定義や性質を見直す。 

 

 

 

 

 

 

 

(ｳ)  活動のねらいと留意点 

対数関数に関する、生徒からの質問を活用して、問題を設定した。 

【Ｑ１】の、指数の中に対数が入っているような問題では、指数と対数の関係に立

ち返らせ、何を求めるのかを考えさせることで、指数と対数の性質、定義に振り返さ

せる。 

【Ｑ３】の、相加・相乗平均の関係式では、生徒に音読させることで、右辺と左辺

の違いに気付かせることが必要である。また、その関係式に至るまでの式の変形も、

対数の性質であり定義である。最終形を予測させながらも数学的な見方・考え方を働

かさせ、生徒が主体的に取り組めるよう、統合的な考え方をさせるように工夫した。 

【Ｑ３】 

問題集に載っていた次の不等式 

22
1010

10

blogalogba
log


≧  ( 0a ， 0b )が 

なんとなく美しい形をしているのですが、 

何か秘密があるのですか。 
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(9)  研究のまとめ  

ア 研究の成果 

本研究では、「習得・活用・探究」の学びの過程の中で、本研究で整理した「数学的な

見方・考え方」である「図形化の考え方」などを働かせて「深い学び」につながる授業

案を作成し実際に授業を行った。これを受け、各実践の課題を整理して、それぞれの単

元ごとにどの部分に重点を置き、何に気付いてほしいかを明確にすること、更に、「深い

学び」につながる学習活動になるよう、指導する教員が「数学的な見方・考え方」を意

識しながら指導案を再検討し、先の指導資料を提案することにした。各指導資料におい

て、以下のような成果が得られた。 

指導資料１では、「展開」で扱った問題には当初、その問題を解くための準備の問題

が挿入されており、その問題が「考え方」のヒントになってしまい、生徒自身が自ら「数

学的な見方・考え方」に気付くことにならなかった。これを受け、面積の最大値を求め

る問題だけを残すこととし、課題の提示を工夫した。  

 指導資料２では、円順列の総数を一般化させる際、２通りの考え方を引き出すことを

目指したが、自力で一般化することができなかった。これを受け、一般化することの良

さや意味を理解させ、生徒が主体的に一般化をしようとする準備をするため、具体的で

考えやすい特定の場合について規則性等に着目させることにした。 

指導資料３では、無理数の大小関係を考えさせる際、展開②の問３において、根号を

なくした場合、３、４、５の連続した３つの数の組み合わせとなっていることに生徒が

気付くことはできなかった。これを受け、問３を、新たな問として自ら見つけることが

できるよう、先に問１、問２の大小関係を振り返り、根号をつけない３、４、５の連続

した３つの数の組み合わせの大小関係を考えさせることにした。また、問３の大小関係

を考えるときも、有理化した後の 	√5 ൅ 2, √5 ൅ √3	, 2 ൅ √3 などの大小関係を「単純化」し

た５＋２、５＋３や大小関係を計算せずに考える、同じ数にたす際、たす数の大小関係

を考えればよいことに気付かせるなど、段階的に考えさせる工夫をした。 

指導資料４では、特に、Ｑ２の部分において、「統合的な考え方」「発展的な考え方」

を働かせて考えるよう指導したが、実際はこのような問題に慣れていないため、生徒た

ちは解くことができなかった。これを受け、求めるものをݔであらわす「記号化」に着

目させ、段階的に考えさせる工夫をした。 

これらの実践を通して、教員が発問する中で、意図する「数学的な見方・考え方」へ

生徒を誘導することが多いことが分かった。  

しかし、研究を進める中で、「数学的な見方・考え方」を働かせて考えるのは生徒であ

り、問題提示の工夫、効果的な発問をすることが、「数学的な見方・考え方」を働かせる

ための支援であることを改めて認識することができた。 

また、「深い学び」につなげる指導は、「身に付けさせたい資質・能力」を明確にする

とともに、「数学的な見方・考え方」を指導者が具体的に理解している必要がある。どち

らか一方だけでは、問題解決の見通しはもつことができるが、それを実行することがで

きなかったり、問題解決の見通しをもたずに処理することになったり、新しい概念の形



－61－ 

 

成や、より良い方法を見出すこと、新たな知識・技能を統合し、思考、態度が変容する

ことは難しい。そうならないためにも、主体的な学習、対話的な学習を行えるように授

業を工夫することが必要があることを、本研究を通して認識することができた。 

イ これからの課題 

本研究を通して、以下のような課題が挙げられる。 

(ｱ)  「深い学び」につながる実践を数多く積み上げていき、これを踏まえ、生徒が「数

学的な見方・考え方」を働かせて考えるといった態度等を評価する方法の確立が挙げ

られる。科目ごと、単元ごとに様々な方法があると考えられるが、一単元だけでは生

徒の変容を測ることができない場合も考えられ、長期的な観察や検証など、今後も継

続して研究していくことが必要である。 

(ｲ)  「数学の方法に関連した数学的な考え方」に着目して「深い学び」につながる指導案

の作成を検討した。他の数学的な考え方として、例えば「数学の内容に関係した数学的

な考え方」なども考えることができ、これらに着目した指導を検討する必要がある。 

(ｳ)  今回、「深い学び」を実現するため、生徒が「数学的な見方・考え方」を働かせる「発

問」に注目したが、ＩＣＴ機器の活用の工夫、学習形態、学習方法など他の指導方法

で主体性を引き出し、「深い学び」につなげることができるか検討する必要がある。 

(ｴ)  「深い学び」を実現するためには、教科の知識等に基づいた生徒同士、もしくは生

徒と教員間での対話が必要であり、そのためには基礎的・基本的な知識・技能の習得

が必要である。「深い学び」の視点から学習内容の深い理解や動機付けにつなげたり、

「主体的な学び」の視点から学びへの興味や関心を引き出すなど、知識・技能の習得

につながる指導方法を検討する必要がある。  

今後については、育成すべき資質・能力を明確にして指導を行うとともに、習得・活

用・探究という学びの過程で「深い学び」を実現することができるように、数学科とし

て卒業までを見通した指導の在り方を研究していく必要がある。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 
    

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

   





 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 





 

 

 







 







 

 





 

 















                                                  







In Africa, there are several problems related to water.  Women have to walk far 
to get water, and girls have to miss school to help their mothers get water.  Having 
no playgrounds for children is also a problem.  One creative idea to solve those 
problems is called PlayPump.  It is a water pump with a merry-go-round, which 
pumps water while children are playing.  The idea was supported by the World Bank 
and the US government, but it wasn’t long until the program received criticism.  
UNICEF questioned its cost, and one newspaper reported that children have to play 
for more than 24 hours every day to pump the necessary amount of water.  It also 
had a big problem in its maintenance system.  In short, this project failed despite its 
new technology, great ideas, and strong support.  The important lesson from this is 
to understand that even if one fails, the key is to learn from the failure.





 

Lesson 6 The Story of PlayPumps 

What should we do to make the world  

a better place to live in? 
 

Class        Group        Name                          
 

As we studied, a lot of people in the world are facing some difficulties related 

to water problems. Also, there are so many other problems surrounding us.  

1. What did you learn from Lesson 6? 

2. Give at least two examples of global problems. 

 

 

 

 

 

3. What should ( can ) we do to make the world a better place to live in? 

 

                                                                                 

                                                                                  

                                                                                 

                                                                                  

                                                                                 

 

4. Reflecting on how your thinking has changed. 

I used to think                                                                 

                                                                                  

                                                                                   

 

But now I think                                                                

                                                                                

                                                                    

 

 I learned that we are lucky to be able to use water every day and any 
time we need. There are many people who can’t get enough water. So, 
I was sorry to learn that. Also, I thought I want to help by donating to 
them. 

 

Problems such as acid rain, global warming, desertification and more 

are examples of global issues. 

Who What Who Why How Who What  

Advanced countries should help other countries develop by improving 

their health care and giving them money. While it’s too far for us to help 

them directly, we can help them indirectly. For example, we should reuse 

products and reduce waste. 

 

I used to think we should only give them money before I learned this 
lesson.  

 

But now I think we can improve their lives by coming up with creative 
solutions and offering support. 





    

Lesson 10  

The Peanuts comic strip is loved by people all over the world.  For more than 60 

years, people have been reading about Charlie Brown, Lucy, Linus, Snoopy, and their 

friends. 

 The Father’s Day episode helps us to remember that love is more important than 

money or athletic ability.  The episode about the football game makes us think 

about the feelings of other people who struggle or experience failure. 

The Peanuts creator, Charles M. Schulz, caught people’s hearts with scenes of 

everyday life.  It is perhaps the ordinariness of these scenes that makes many 

different kinds of people feel that they can understand them.  And in these 

heart-warming scenes, we can find important lessons: true success lies in being 

sensitive to others’ needs, in small acts of kindness, and in the courage to have hope 

even in the face of great difficulty. 

Even though Schulz is gone, he and his characters have helped us face this 

difficult world with a special type of humor and gentle encouragement to carry on.





Lesson 10 Good Ol’ Charlie Brown                               
Opinion Writing 

         Art is useful for our lives. What do you think? Write your opinion. 

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

 

Comment on the above. 

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                 Name              

 

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                 Name              

 

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

Name              

 

Opinion Reason Example Opinion  

I think art is useful for our lives because it helps people. 

First of all, we read about the Peanuts cartoon in Lesson 10. It has helped 

people face this difficult world with its humor and encouraging messages. 

Secondly, we read about a paper Architect in Lesson7. This architect 

gives people in need a real sense of relief. 

For these reasons, I believe art is useful for our lives. 

Opinion Reason Example Opinion  

I agree with you because just like you said, art helps people. 

Sometimes I draw Manga when I am sad so that I can relieve my stress. 

I believe that art has helped me not to be sad. 

Opinion Reason Example Opinion  

I disagree with you because I don’t think art helps us. To be honest, I’m 

not interested in art at all, and I’ve never felt that art is useful for my life. 

When I feel sad or depressed, I always rely on my friends instead of art. 

So, I don’t think art is useful for our lives. 

Opinion Reason  

I agree with you. I also remember the article about the paper architect 

in Lesson 7. Cartoons and architecture are different but they are both art. 

Art makes us comfortable. 
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